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文京区立小・中学校特別教室改修工事設計業務委託プロポーザル募集要項 

 

１ 募集目的及び事業概要 

  本区では、築 30年以上が経過している区内の小・中学校の特別教室について、令和９

年度までに特別教室改修を集中的に行う予定である。実施に当たっては、令和５年度から

事業完了まで本改修工事を計画的かつ効率的に実施するため、コンストラクション・マネ

ジメント（以下「CM」という。）業務を別契約にて委託し、業務遂行に求められる技術的

な観点や各分野における専門性の高い技術力を補完しながら行うものである。 

  文京区立小・中学校特別教室改修工事実施設計業務委託は、複数校における多拠点での

改修工事を同時並行で実施することを想定した設計業務を委託するものである。本募集

は、本区が求める意向等を十分に理解し、多拠点での工事において、高品質、工期短縮等

が実現できるよう、学校施設の設計に精通した経験豊富な事業者を選定するために実施

するものであり、本要項はその手続について必要な事項を定めるものである。 

 

２ 業務委託内容 

  仕様書（案）のとおり 

※ 本業務に関して、CM業者を別契約にて委託した上で実施するものである。 

   

３ 提案限度額 

  文京区立礫川小学校外４校特別教室改修工事設計業務委託：38,820,000円（税込） 

  文京区立林町小学校外４校特別教室改修工事設計業務委託：41,592,000円（税込） 

  文京区立第一中学校外２校特別教室改修工事設計業務委託：39,685,000円（税込） 

  文京区立第八中学校外２校特別教室改修工事設計業務委託：44,721,000円（税込） 

 

  提案限度額を超えた見積価格の提案は、無効とする。なお、提案限度額は、本選定評価

に使用するものであり、区の予算計上を約するものではない。 

 

４ 契約期間 

  令和６年４月１日から令和９年３月３１日まで 

 

５ 対象校及び対象教室 

別紙１のとおり 

 

６ 参加資格 

  次に掲げる資格要件を全て満たす事業者とする。 

⑴  対象業務における文京区での競争入札参加資格（以下「文京区競争入札参加資格」と

いう。）を有していること。 
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⑵  地方自治法施行令（昭和 22 年政令第 16 号）第 167 条の４第１項に規定する者に該

当しないこと。 

⑶  文京区指名競争入札の参加資格を有する者に対する指名停止等取扱要綱（18 文総契

第 347 号）（以下「指名停止取扱要綱」という。）の規定による指名停止を受けていな

いこと。 

⑷  文京区契約における暴力団等排除措置要綱（23 文総契第 306 号）第４条第１項の入

札参加除外措置を受けていないこと。 

⑸  建築士法（昭和 25 年法律第 202 号）第 23 条の規定に基づく一級建築士事務所の登

録を受けていること。 

⑹  平成 25 年度以降に業務が完了した学校施設等における新築、増改築又は改修工事の

設計業務（実施設計業務及び積算業務）を行った実績を有していること。  

⑺  配置予定技術者について、総括責任者は、常勤かつ３年以上の雇用関係がある者を

配置すること。意匠担当者は、常勤かつ１年以上の雇用関係がある者を配置すること。 

 

７ 選定スケジュール 

 事  項 日  程 

１ 募集要項の公表（区 HP掲載） 
令和５年 12月 14日（木）から 

令和５年 12月 26日（火）正午まで 

２ 第一回質問受付期間 
令和５年 12月 14日（木）午前９時から 

令和５年 12月 18日（月）午後５時まで 

３ 第一回質問回答 令和５年 12月 21日（木） 

４ 第二回質問受付期間 
第 一 回 質 問 受 付 期 間 終 了 か ら 

令和５年 12 月 26 日（火）正午まで 

5 第二回質問回答 令和６年１月９日（火） 

6 プロポーザル参加希望書提出期限 令和５年 12月 26日（火）正午まで 

7 参加申込書等受付期限 
令和６年１月 10日（水）午前９時から令

和６年１月 26日（金）午後５時まで 

8 第一次審査（書類選考） 令和６年２月上旬（予定） 

9 第一次審査結果通知 令和６年２月中旬（予定） 

10 
第二次審査（プレゼンテーション及び

質疑応答） 
令和６年２月下旬（予定） 

11 最終結果通知 令和６年３月中旬（予定） 
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８ 提出書類の配布 

⑴ 期間 

   令和５年 12月 14日（木）から令和５年 12月 26日（火）正午まで 

⑵ 方法 

区ホームページからダウンロードすること。 

（すばやく検索メニュー（事業者の方へ）→事業者向けプロポーザル→文京区立小・

中学校特別教室改修工事実施設計支援業務委託） 

https://www.city.bunkyo.lg.jp/kyoiku/kyoiku/gakko/campus/tokubetukyousituka

ishuu/tokubetukyousitusekkei.html 

 

９ プロポーザル参加希望書 

  本プロポーザルに参加を希望する事業者は、参加希望書（別記様式第１号）を以下のと

おり提出すること。プロポーザル参加希望書については、区ホームページからダウンロー

ドすること。参加希望書は、窓口での配布は行わない。 

なお、受付期間中に参加希望書を提出しなかった事業者は、理由のいかんを問わず、以

降の手続に参加することができない。 

⑴ 受付期間 

   令和５年 12月 14日（木）午前９時から令和５年 12月 26日（火）正午まで 

   ※ この期間以外に提出されたものについては、理由のいかんを問わず受け付けな

い。 

 ⑵ 提出方法 

   提出先へ電子メールで提出すること。 

 なお、件名を「特別教室改修実施設計委託プロポーザル募集に関する参加希望書の送

付」とすること。 

   ※ 電子メールを送信する際は、必ず開封確認設定を行い、送信後確認の電話を文京

区教育委員会教育推進部学務課施設担当（03-5803-1297）まで行うこと。 

   ※ 電話・郵送・窓口・ＦＡＸでは受け付けない。 

 ⑶ 提出先 

   電子メール：b701000●city.bunkyo.lg.jp 

（注）●を＠に変換すること。 

 

１０ 現地見学会 

現地見学会を次のとおり開催する。参加については、任意とする。 

(1) 日 時（予定）：令和 5年 12月 27日（水）午前 10時から午後４時まで 

(2) 会 場：別途通知 

※ 参加人数は、１事業者５人までとする。 

※ 現地見学会の参加者は、12月 26日（火）正午までに、会社名、部署、担当者名、
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電話番号及び参加者氏名（５人まで）を記載し、学務課施設担当宛にメール（メー

ルアドレス b701000●city.bunkyo.lg.jp ※●を@に変換すること。）で申し込む

とともに、担当者へ電話（03-5803-1297）にて連絡すること。 

※ 募集要項等は配布しないので、持参すること。 

※ 敷地内では、立会者の指示に従うこと。 

※ 集合時間、実施方法等については、別途通知する。 

 

１１ 質問及び回答 

  募集要項等に関する質問を次のとおり受け付ける。 

  なお、候補者の選定が終わるまでの間は、本受付以外の方法での質問は受け付けない。

ただし、応募手続方法に関する質問を除く。 

提出方法 質問書（別記様式第２号）に必要事項を記入の上、電子メールにて提出す

ること。電子メールの場合は、件名を「特別教室改修の設計委託プロポー

ザル募集参加に関する質問書の送付」とし、必ず開封確認設定を行うこ

と。あわせて、下記の担当部署まで電話で受信の確認をすること。 

担当部署：文京区教育委員会教育推進部学務課施設担当 

電話番号：03-5803-1297 

電子メール：b701000●city.bunkyo.lg.jp 

（注）●を＠に変換すること。 

受付期間 第一回 令和５年 12月 14日（木）午前９時から令和５年 12月 18日（月）

午後５時まで 

第二回 第一回質問受付期間終了から令和５年 12 月 26 日（火）正午ま

で 

質問の 

回答方法 

第一回 令和５年 12 月 21 日（木）までに区のホームページにて回答を

行う。 

第二回 令和６年１月９日（火）までに、プロポーザル参加希望書を提出

した全事業者に対し、電子メールで回答する。 

 

１２ 応募方法 

  以下に記載のとおり、必要書類を提出すること。 

なお、理由のいかんを問わず、受付期間以外の必要書類の提出、差し替え及び再提出は

認めない。また、書類提出時に、第一次審査結果通知用の封筒（長形３号。宛先を記入、

84円切手を貼付したもの）を併せて提出すること。 

⑴ 受付期間 

   令和６年１月 10日（水）午前９時から令和６年１月 26日（金）午後５時まで 

 ⑵ 提出方法 

   提出場所に持参すること（郵送は、不可とする。）。 
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 ⑶ 提出場所 

   文京シビックセンター20階 文京区教育委員会教育推進部学務課施設担当 

⑷ 提出書類 

   提出書類については、区ホームページからダウンロードすること。窓口では配布しな

い。提出書類に関しては、別紙「企画提案書作成要領」及び「仕様書（案）」に基づき、

まとめること。 

   ただし、「業務実施方針兼企画提案書（別記様式第４号）」及び「配置予定技術者の有

する資格及び類似業務の経験等（別記様式第７号）」については、希望する契約分全て

提出するものとする。 

N0. 
書類名 

作成上の注意事項 

１ 参加申込書（別記様式第３号） 

２ 業務実施方針兼企画提案書（別記様式第４号） 

３ 

見積書（別記様式第５号） 

※ 代表者印を必ず押印すること。 

※ 本業務の見積金額については、様式に従い、内訳を記載すること。 

４ 学校施設における類似業務受託実績（別記様式第６号） 

５ 配置予定技術者の有する資格及び類似業務の経験等（別記様式第７号） 

６ 会社概要（任意提出、様式に関しては任意様式） 

⑸ 提出体裁 

ア 提出部数は、参加申込書は１部、その他の書類は 11部（正本１部、副本５部、選

定用ファイル５部）とすること。 

イ 提出書類については、以下のとおり取り扱うこと。 

(ｱ) 規格は A４判縦、両面印刷、文字の大きさは原則として 10.5 ポイント以上とし、

通し番号を記載すること。 

(ｲ) 上記の書類を１セットごとに、左つづりの A４判ファイルに記載の順番でつづる

こと。 

(ｳ) インデックスを付けること。 

(ｴ) 図表、イラスト、写真等を適宜使用し、見やすく分かりやすい体裁とすること。 

ウ 調製方法については、以下のとおり取り扱うこと。 

(ｱ) 正本は、任意の表紙・背表紙を作成し、タイトル、事業者名を記入すること。ま

た、正本に添付する書類は、原本とすること。 

(ｲ) 副本は、任意の表紙・背表紙を作成し、タイトル、事業者名を記入すること。ま

た、副本に添付する書類は、正本の写しとすること。 
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(ｳ) 選定用ファイルは、任意の表紙・背表紙を作成し、タイトルのみ記入すること。

ただし、添付する書類は、提案者を特定できる内容（社名、ロゴ等）を表示しない

こと。また、パンフレット等事業者名の記載された書類は、当該部分を黒で塗抹す

ること。 

エ 提出書類について、紙での提出のほかに、各書類のデータを DVD－Rに格納し、表

面に本プロポーザルの件名及び事業者名を明記し、提出すること。 

 

１３ 選定方法及び結果通知 

⑴ 第一次審査 

参加資格を満たす事業者について、書類選考を行い、第二次審査を行う事業者を契約

ごとに、上位３者程度選定する。 

⑵ 第二次審査 

第一次審査で選定された事業者について、提案内容に関するプレゼンテーション（15

分以内）及び質疑応答（20分程度）を行う。 

ただし、複数の契約において第二次審査へ選定された事業者においては、提案内容に

関するプレゼンテーション及び質疑応答は一度の実施でよいものとするが、全契約分

の内容を網羅した提案内容とすること。なお、プレゼンテーションの時間については、

１契約ごとに５分延長できるものとする。 

（例：希望契約数３契約の場合は、プレゼンテーションの時間は 25 分以内） 

プレゼンテーションについては、本業務の中心的役割を担う者が行うこと。また、プ

レゼンテーションに関して、資料等を投影する場合、スクリーン及びプロジェクターは

こちらで用意するが、端末に関しては事業者が用意すること。 

なお、第二次審査を受ける事業者は、第二次審査当日に、選定結果通知用の封筒（長

形３号。宛先を記入、84円切手を貼付したもの）を提出すること。 

⑶ 候補事業者の選定 

契約ごとに第一次審査、第二次審査及び価格評価による総合評価点の順位付けを行

い、総合評価点の最も高い事業者を契約交渉順位第一位の委託候補者とし、次に高い事

業者を契約交渉順位第二位の委託候補者とする。契約交渉順位第一位の委託候補者と

の協議が不調となった場合は、契約交渉順位第二位の委託候補者を契約交渉順位第一

位の委託候補者に繰り上げる。繰り上げは契約交渉順位第三位の事業者までとする。  

ただし、第一次審査と第二次審査の合計評価点が区の設定した基準点を下回った場

合は、順位にかかわらず、候補者として選定しないこととする。 

⑷ 結果の通知 

第一次審査及び第二次審査の選定結果は、契約ごとに参加事業者に対し書面により

通知する。 

⑸ 選定結果の公表 

審査の透明性を図るため、選定結果については、区ホームページで公表する。 
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１４ 情報公開 

  文京区情報公開条例（平成 12年３月文京区条例第４号。以下「条例」という。）に基づ

き、情報公開請求があった場合は、同条例第７条各号の非公開情報を除き、公開する。 

なお、公開の可否は、区が判断する。 

 

１５ 辞退 

参加申込書を提出した後に辞退する場合は、辞退届（別記様式第８号）を令和６年１月

26日（金）午後５時までに参加申込書の提出先まで提出すること。 

なお、辞退届は契約ごとに提出できるものとする。 

 

１６ 無効・失格 

 ⑴ 企画提案書等の内容に虚偽の記載がある場合又は本募集要項に適合しない場合は、

無効とする。 

 ⑵ 参加資格要件を満たさなかった場合は、失格とする。 

 ⑶ 提案限度額を超えた見積価格の提案があった場合は、無効とする。 

 ⑷ 持参以外の方法で参加申込書等が提出された場合は、無効とする。 

 ⑸ 選定された事業者が、選定後、契約締結前に虚偽の提案や記述を行ったことが判明し

た場合等は、当該事業者を失格とする。 

 ⑹ 他の事業者等の応募を妨害した場合は、失格とする。 

 ⑺ ⑴及び⑸の場合においては、指名停止取扱要綱に基づき指名停止を行うことがある。 

 

１７ 契約 

区は、契約交渉順位第１位の事業者と提案内容に基づき仕様内容を協議の上決定する。

契約交渉順位第１位の事業者との協議が不調となったと区が判断した場合は、契約交渉

順位第２位の事業者を繰り上げ、協議を行う。なお、繰り上げを行う事業者は契約交渉順

位第３位の事業者までとする。 

 

１８ その他 

⑴ 参加申込書等の作成、提出等、企画提案に係る費用は、提案者の負担とする。 

⑵ 提出された書類は返却しない。区の所定の保存年限経過後に廃棄する。 

⑶ 提案内容に含まれる特許権、実用新案権、意匠権、商標権等の日本国及び日本国以外

の国の法令に基づき保護される第三者の権利の対象となっているものを使用した結果、

生じた一切の責任は、提案者が負うものとする。 

⑷ 本件に係る予算が成立しない場合、区は、契約を締結しない又は解除することができ

る。なお、これに伴う提案者の損失について 、区は、損害賠償の責めを負わないもの

とする。 
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⑸ 区が提供する資料は、応募に係る検討以外の目的で使用することを禁止する。 

  また、この検討の目的の範囲内であっても、区の了解を得ることなく第三者に対して

これを使用させ、又は内容を提示することを禁止する。 

⑹ 技術提案書に基づく業務が履行できなかった場合は、契約金額の減額、損害賠償請求、

契約解除、違約金請求等の措置を行う場合がある。 

⑺ 配置予定技術者は、原則として変更できないものとする。病休、死亡、退職等のやむ

を得ない理由により変更を余儀なくされた場合は、同等以上の技術者を配置し、発注者

の承諾を得なければならない。 

⑻ 本業務の受託者には、その業務の取組姿勢や遂行状況等を勘案の上で、設計業務終了

後、引き続き工事監理業務等の別途随意契約を予定している。 

⑼ 本要項に定めのない事項及び本要項に疑義が生じた場合は、協議により定める 。 

 

１９ 事業担当 

  文京区教育委員会教育推進部学務課施設担当 担当：山本、古田、菊池、郡司 

  〒112－8555 文京区春日一丁目 16番 21号 文京シビックセンター20階 

  TEL ０３（５８０３）１２９７ 

  FAX ０３（５８０３）１３６７ 

  E-Mail  b701000●city.bunkyo.lg.jp 

       （注）●を＠に変換し、ご使用ください。 


